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彦根教育 学びの提言

江戸時代に、日本の未来を考え、命をかけて働いた彦根の殿様です。
え ど じ だ い に ほ ん み ら い かんが いのち はたら ひ こ ね とのさま

直弼公は幼い頃から一生懸命勉強し、埋木舎に住んだ１７歳から３２歳まで、文武両道にわたる修 行をつ
なおすけこう おさな ころ いっしょうけんめいべんきょう うもれぎのや す さい さい ぶんぶりょうどう しゅぎょう

みました。そして、大老という大切な職についた直弼公は、外国と仲良くし、外国の進んだ文明を取り入れるこ
たいろう たいせつ しょく なおすけこう がいこく な か よ がいこく すす ぶんめい と い

とに一生懸命尽くしました。
いっしょうけんめいつ

彦根市では、これからの地球や将 来の彦根のことを考えて豊かな未来をつくっていく人づくり（持続発展教育
ひ こ ね し ちきゅう しょうらい ひ こ ね かんが ゆた み ら い じぞくはってんきょういく

＝ ESD）に取り組んでいますが、直弼公は、江戸時代にすでにそのような見方や考え方をもっていた人物だと言
と く なおすけこう え ど じ だ い み か た かんが かた じんぶつ い

えるでしょう。


